




























































28 

 

③偏光セロハンテープ 

 偏光メガネを蓋つきシャーレに貼り、その中に入れたプラ板にセロハ

ンテープをたくさん貼って色の変化を楽しんだ。無色透明のセロハンテ

ープを２枚以上重ねて偏光レンズを通すことで思いがけない色が見え、

ステンドグラス風の作品作りを親子で楽しんだ。 

④ぶんぶんゴマ 

 ペーパーコースターに穴を開けてタコ糸を通し、ぶんぶんゴマを作っ

た。糸を手で引っ張ったり戻したりするタイミングに苦労する子どもも

たくさんいたが、何度か繰り返すうちに手ごたえをきっかけに手を動か

せばよいことが分かり、ぶんぶんと唸りをあげて回るコマが増えた。 

 

⑤天体観測 

 夕食後、宿舎となる第１ロッジに移動して天体観測を行った。月明か

りのない快晴で、満天の星空の下、プラネタリウムソフトを使いながらオリオン座大星雲やプレア

デス星団などを探した。 

＜２日目＞ 

 全員元気に朝のつどいに参加し、朝食をとった。朝食後は中庭で遊んだり、１日目の工作の続き

を楽しんだりして工作開始までの時間を過ごしていた。 

⑥スライム 

 ＰＶＡと水の比率を変えながら、硬さの違う３種類のスライムを作っ

た。ＰＶＡを減らすことで、スライムが柔らかくなっていく様子を楽し

んだ。参加していた幼児も不思議な感触に夢中になって遊んでいた。 

⑦ぐるぐるスネーク 

 モールを渦巻き状に巻いて紙コップの底の上に置き、側面に穴を開け

て筒状にした紙を差し込んで声を出し、モールが回転する様子を楽しん

だ。回転速度と声の高さや大きさに関係することを説明すると、夢中に

なっていろいろな声を出して楽しんでいた。 

⑧ストロー笛 

 バランをリードとするストロー笛を作った。バランをちょうどよい大

きさに切ることに苦労し、なかなかきれいな音が鳴らなかったが、最終

的には全員が音の鳴る笛を完成させることができた。 

⑨ぴょこぴょこカプセル 

 食品カプセルに鉄球を入れただけの単純なおもちゃではあるが、手のひらで転がした時のクレイ

アニメのような動きを楽しんだ。親子で協力しながら、思い思いの色で飾り付けていた。 

３．事業の成果と課題 

 ○ 参加者の感想 

・知らなかった理科の原理を知ることができて楽しかった。子供の成長を実感できてよかった。 

・夜の天体観測も楽しかった。 

・親子で参加でき、良い体験ができた。流れもゆったりで良かった。 

○ 事業の成果 

 子どもだけでは理解しにくい原理も幾つかあったが、それぞれの保護者が子どもの発達段階に応

じて説明することで理解が深まったように思う。また、子どもだけでなく、大人も理科を身近に感

じてもらうことができた。 

○ 事業の課題 

工作の速度に個人差が大きく、全体のバランスをとることが難しかった。結果的には保護者の協

力もあって、参加者全員が満足のいく成果物を作ることができていたが、対象年齢以外の兄弟の参

加も多く、工作の難易度の設定が難しかった。 
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１．事業の概要 

 ○ 事業の趣旨 

規則正しい生活をすることにより、自分で生活と学習のリズムを作れるようになるとともに、

新しい環境・人間関係の中でも、積極的にコミュニケーションをとることができる子どもの育

成を目指す。 

○ 実施期間 

平成３０年２月１７日（土）～平成３０年２月２４日（土）７泊８日 

○ 対象者・参加者数（人数／定員） 

室戸市内の小学校５・６年生 ３０名／５０名 

○ 活動プログラム 

２．活動の様子 

２月１７日(土) 

室戸市内４つの小学校から５・６年生３５名が本年度のふれあい通学合

宿の参加者として決定し、全員が一堂に会する予定だったが、インフルエ

ンザに罹患している者、スポーツの試合や練習等のために参加が遅れる者

を除いた３３名でのスタートとなった。今年の参加者が通う４校はそれぞ

れ進学する中学校が校区内にあり、行事等の交流が少ない。これから始ま

 ２/１７ 

（土） 

２/１８ 

（日） 

２/１９～２２ 

（月）～（木） 

２/２３ 

（金） 

２/２４ 

(土) 

朝 

 

 

 

 

 

 

6：00 起床・洗面 

6：50 朝食 

8：20 自然の家発 

9：40 飛脚レース 

   スタート 

11：30 閉会式 

 

6:00 起床・洗面 

6:50 朝食 

7:15 自然の家発 

 

6:00 起床・洗面 

6:50 朝食 

7:15 自然の家発 

 

6：30 起床・洗面 

7：30 朝のつどい 

朝食・清掃 

退所点検 

振り返り 

9：50 閉会式・退所 

昼 

 

13：55 吉良川小着 

   コース下見 

15：20 自然の家着 

15：30 開会式 

   オリエンテー

ション 

16：00 アイスブレイ

キング 

 

12：30 公園で昼食、

レク 

14：00 移動 

15：30 野外炊事 

 

 

    

    

 

学校 

 

学校 

 

夕 

 

17：00 夕べのつど 

   い            

18：30 学習 

19：00 仲間づくり 

20：00 班会・入浴 

21：00 就寝準備 

21：30 就寝 

    

夕食 

   片付け 

18：30 学習 

19：00 仲間づくり 

20：00 班会・入浴 

21：00 就寝準備 

21：30 就寝           

 

17：00 夕べのつどい 

17：15 夕食・洗濯 

18：30 宿題 

19：30 レクリエーション

等 

20：00 班会・入浴 

21：30 就寝 

 

 

17：00 夕べのつどい 

17：15 夕食 

 

18：15 キャンドルファイ

ア 

    振り返り 

20：30 入浴 

21：30 就寝 

  

教育事業 

ふれあい通学合宿 
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る 1 週間への不安と緊張からか、表情が硬い参加者が多かった。しかし、吉良川の町並みを一緒に歩

き（翌日の飛脚レースの下見）、アイスブレイキングや夕食、班対抗のレクリエーションをしているう

ち、緊張感の中 

に少しずつ笑顔が見られるようになってきた。 

② ２月１８日（日） 

   

 日曜参観日のため登校しなければならない学校の児童を除き、当施設の地元で開催される、「吉良

川町並み飛脚レース」に参加した。自然の家チームの他に、所属している野球や陸上のチームで参加

する児童もおり、お互いに健闘を祈ってのスタートとなった。地域の方々の温かい見守りの中、土佐

漆喰の白壁と水切り瓦の残る美しい町並みを見ながら関所まで移動して、問題に取り組んだりお接待

を受けたりした。どのチームも設定タイムに近づくよう、作戦を立てて臨み、良い成績を残すことが

できた。 

 閉会式後は市内の公園に移動し、お弁当を食べ、ボランティアリーダーと一緒に「けいドロ」など

をして体を思い切り動かし楽しく交流した。風はやや強く肌寒さを感じたが、元気に走り回った児童

たちは上着を脱いで笑顔で外での活動を満喫していた。 

 自然の家に着くと野外炊事場に移動して夕食のカレーライス作りが始まった。学校に行っている友

達の分もあり作業は多くなったが、声を掛け合って協力しておいしい夕食を作ることができた。1 日

中外で元気に活動していたので、どの班の児童も残すことなくもりもり食べていた。食後も残った灰

を集めたり鍋をきれいに磨いたり、班の中で分担して手際よく片付ける様子が見られた。 

 夜は静かに学習した後、通学合宿中の自分や班のめあてを書いた。「早寝早起きをがんばる」「友達

と仲良くする」等の発表があり、翌日からいよいよ始まる通学に向けて、持ち物だけでなく心の準備

も整えているかのようだった。 
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③２月１９日（月）～２２日（木） 

   

 この一週間、元気に通学するために、規則正しい生活を実践した。通学合宿の初めから５分前には

集合し、夜も早めに就寝することができていた。 

学習習慣を身につけるために、毎日１時間の学習の時間を設けた。学習時間中は静寂の中で集中して

学習に取り組み、分からないことがあっても友達やボランティアリーダーにすぐ聞くのではなく、自

分で教科書を見直したり辞書をひいたりする等、自ら学ぶ習慣づけを重視した。宿題が早く終わった

児童にはさらに自主学習に取り組ませたり、読書をさせたりして、学習時間は全員が静かに座って過

ごすことができていた。 

学習の後は大縄跳びやコミュニケーションゲームなどで楽しく過ごす時間を３０分間確保し、仲間づ

くりを意識した活動に充てた。前半、特に女子児童は同じ学校同士でかたまって行動していたが、後

半になると、学校が違っていても楽しそうに話したり遊んだりする姿が見られた。 

   

③ ２月２３日（金） 

最後の夜ということで、食堂でお別れパーティをした後、キャンドルフ

ァイアを行った。そして、静粛な雰囲気の中、班ごとに輪を作って一週

間を振り返り、自分が成長したと感じることや印象に残ったことを伝え

合った。翌日に試合等があるため、６人が宿泊することなく帰宅した。

友達を見送るため正面広場に全員が集まり、別れを惜しみ、名前を呼び

ながら手を振る姿が見られた。    

④ ２月２４日（土） 

朝食後、一週間友達と生活を共にした宿泊棟の清掃を丁寧に行った。暖

かく晴れ渡った青空の下、今の気持ちや一週間の思い出をみんなの前

で発表した。友達やボランティアリーダーとの別れを惜しみながらも、

みんな笑顔で満足した表情で帰っていたのが印象的だった。 

３．事業の成果と課題 

 ○ 参加者の感想 

・みんなと話し合ったりレクをしたりふれあったりして楽しかった。 

・「おはよう」「ありがとう」などの挨拶が積極的に大きな声でできるようになった。 
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・朝６時に目が覚めるようになった。これからも規則正しい生活を心がけようと思う。 

・バランスの良い食事ができた。 

○ 事業の成果 

室戸市内の学校の大部分が少人数学級なので、限られた友人関係の中で生活をしている児童が多

いが、今回の事業を通して子どもたちの新たな交友を生み出すことができた。初めは同じ学校の児

童同士でくっついたり男女が分かれたりと、どこかぎこちない関係が見られたが、合宿後半になる

と積極的に関わろうとする様子や明るい笑顔がいろいろな場面で多く見られた。 

参加者の挨拶の声が小さいことが気になった。そこで、職員やボランティアリーダーが大きな声

で挨拶したり、気持ちの良い朝の挨拶ができた班や児童を朝食時に発表したりして、意識させるよ

うにしたところ、後半には朝から元気な声が聞かれるようになった。 

今年は地域の行事である「町並み飛脚レース」に出るため 1 泊増やしたことで時間にゆとりが生

まれ、公園に遊びに行ったり班で協力してカレーライスを作ったりすることができた。平日は下校

時刻がまちまちで、自由に遊べる時間も少ないので、合宿の初めにこのような交流の時間を長くと

れたことは大きかった。 

○ 事業の課題 

この合宿が始まる前にインフルエンザに罹患した児童が２人いた。１人は水曜日の夜から最後

まで参加することができたが、月曜日から参加した児童は、火曜日学校で体調不良を訴えそのま

ま帰宅したので一晩だけの参加となり、班の友達と交流する時間も十分とることができなかっ

た。この時期の開催は、教育委員会や各学校もインフルエンザ等の感染症を心配している。ま

た、半数近くの児童がスポーツの練習や試合、中学受験などの理由で全日程参加することができ

ず、３５名全員が揃う日が一日もなかった。通学合宿の開催時期については所内だけでなく室戸

市とも話し合い、再考する必要があると考える。 
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１．事業の概要 

 ○ 事業の趣旨 

様々な学校の児童が１泊２日の活動をともにすることで、積極的に仲間づくりをする姿勢を養う。 

○ 実施期間 

平成３０年３月１７日（土）～平成３０年３月１８日（日）１泊２日 

○ 対象者・参加者数（人数／定員） 

小学校３～６年生 ７７名／８０名 

○ 活動プログラム 

３月１７日（土） ３月１８日（日） 

12:00 参加者集合・受付・昼食 

13:30 はじまりのつどい 

    配宿・ベッドメイキング 

14:50 森を駆けめぐれ 

      オリエンテーリング 

17:00 夕べのつどい 

17:15 夕食 

18:30 １００人キャンプファイアー 

21:45 就寝 

6:30 起床 

7:30 朝のつどい 

7:45 朝食 

9:30 みんなでつくろう巨大クラフト 

11:45 昼食 

13:00 おわりのつどい 

13:30 解散 

２．活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   高知・徳島の２県から７７名の参加があった。高知県内で３月に入ってからインフルエンザが流

行し、直前のキャンセルがあったことが残念であったが、参加者、ボランティアリーダー、職員ス

タッフの総勢１００名で１泊２日の事業を実施した。 

   ボランティアリーダーに大人数の参加者と接する経験がなく、初めて当施設の事業に参加した子

教育事業 

ともだち！１００人キャンプ 
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供も多かったことから、ゆとりを多く持ったプログラム構成とした。初めの活動はスコアオリエンテー

リングをベースとした施設内探検とした。班内での絆を深めることを目的とし、オリエンテーリングポ

ストを巡るほかに、牛小屋、山羊小屋、人工池、サトウキビ畑、おもしろ自転車、冒険の森を開放して

自分達が行きたい場所での活動を織り交ぜて実施した。夕食後のキャンプファイアーでは強めの風にあ

おられる火の粉に難渋しながらもダイナミックなレクリエーションで楽しむことができた。２日目は手

形アートを組み合わせた１００人クラフトを行った。各班のピースを持ち寄ると大きな絵柄が現れる仕

掛けとしたが、完成したクラフトを高所から俯瞰した参加者から大きな歓声が上がっていた。 

  

３．事業の成果と課題 

 ○ 参加者の感想 

・楽しくて、遊べて、友達もできて嬉しい気持ちになれるいいところだと気づきました。 

・班のみんなと仲良くできたし、自分でいろんなことをしたりして成長できた。 

・いろんな友達ができた。１００人でいろんなことしてとても楽しかった。 

・友達が増えてうれしかったし、他の人も知らない友たちがいっぱいいたけど、来た人たちはほと

んどの人が友達を作っていることに気が付きました。 

・私はこのキャンプに参加して自分を少し変えることができたと思います。自分からみんなに話し

かけるって、こんなに気持ちのいいことなんだと実感しました。また来たいです。 

○ 事業の成果 

 従来の事業と比較して、地元の室戸市をはじめとした高知県東部地区や徳島県海部郡内の参加者

が多くみられ、広報活動の成果を実感した。特に、徳島県からの参加者が増加したことに大きな手

ごたえを感じた。ボランティアリーダーを２０名確保して実施したが、これまで登録のみで活動し

ていなかった者を掘り起こす良い機会となった。プログラムの企画立案はリーダー主導で行ったが、

この一年間のリーダートレーニングの成果が十二分に生かされたものとなった。当施設では小学校

４～６年生向けの事業を主として実施し中学生向けの事業が限られていることから、６年生にとっ

ては最後の思い出の、３年生にとってはこれからのきっかけとなる事業との意図を含んだが、全体

で１６０名を越える応募があったことからも裏付けられたように、魅力的な事業として受け入れら

たものと考える、 

○ 事業の課題 

これまでになかった規模の組織運営であったことを差し引いても、リーダーの組織運営能力には

改善の余地がある。今後のリーダー育成において、力を入れていきたい。 

 





36 

 

 
 

○ 活動プログラム 
はじめに まねっこ遊び サーキット遊び 

「正義の味方になってくれる人

を探している」「正義の味方にな

るための修行をしよう」と提案

し、意欲をもって活動に取り組

みます。 

指導者が動物を模した動きをし

ます。動物の動きは、その後行

うサーキット遊びの基礎運動が

組み込まれている。子どもたち

は、指導者の動きをマネし、多

様な動きに挑戦します。 

「遊んで身に付く36の基本的な

動き」を組み合わせたサーキッ

トに挑戦します。子どもたちの

習熟度に合わせてレイアウトを

変更し、多様な動きを獲得しま

す。 

※園の要望に応じて、園の親子行事で親子のふれあい遊びを取り入れたプログラムも実施した。 
 
２．活動の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．事業の成果と課題 
 ○ 事業の成果 

子どもたちは、最初は、慣れない動きに失敗を繰り返していましたが、サーキットの周回を重ねるご

とに、上達していくのがわかり、楽しく多様な動きに挑戦することができた。 
目に見えて上達している子どもたちの姿に、ある保育者は、「1 時間でも変わるものですね。」「得意・

不得意がよくわかりますね。それでもこれだけ上達するなんて」と、意図的に運動神経を高める遊びに

関心を持つとともに、「保育所にある道具だけで、これだけ運動させられるんですね。」「この遊びなら自

分たちでも指導できそうです」「マネして、下のクラスで実施してみたい」など、出張指導の機会以外に

も、実施しようと話していた。 
 
○ 事業の課題 

 ４・５歳児対象のプログラムを提供しているが、１・２・３歳児対象にも指導をしてほしいという需

要が出てきた。各年齢の発育・発達段階に応じた活動と安全管理体制を整備していく必要がある。 
 また、より多様な動きを身に付けてもらうためにも、まだ取り上げていない【遊んで身に付く 36 の

基本的な動き】を取り入れた運動遊びのプログラム開発をしていく必要がある。 
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